
経
団
連
は
２
０
１
５
年
以
来
、
日
米
関
係
の
さ
ら

な
る
強
化
の
た
め
、
全
米
各
地
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派

遣
し
て
き
た
。
今
般
、
州
を
独
立
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
と

し
て
比
べ
た
場
合
に
世
界
で
第
５
位
の
経
済
規
模
を

持
ち
、
か
つ
、
全
米
５０
州
の
う
ち
、
投
資
や
現
地
雇

用
に
お
い
て
、
日
本
企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
最
も
大

き
い
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
、
４
年
ぶ
り
２
度
目
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
会

員
企
業
１０
社
の
幹
部
２０
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
お
よ
び
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
３
都
市
を
訪
問
し
た
。
日
本
企
業
の
米
国
全

体
そ
し
て
地
元
州
の
経
済
社
会
に
対
す
る
貢
献
に
関

す
る
発
信
や
、「Society

5.0
for
SD
G
s

」
の
取
り

組
み
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
優
先
政
策
課
題
の
解

決
に
寄
与
す
る
こ
と
の
Ｐ
Ｒ
等
を
目
的
に
、
州
政

府
・
議
会
、
市
関
係
者
お
よ
び
経
済
界
代
表
ら
と
精

力
的
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

日
本
企
業
の
経
済
的
・
社
会
的
貢
献
の

発
信
と
現
地
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
の
関
係
構
築

各
地
で
の
面
談
に
お
い
て
、
日
本
企
業
の
現
地
経

済
社
会
へ
の
貢
献
の
実
態
を
紹
介
し
、
日
本
企
業
に

よ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
へ
の
投
資
や
、
お
よ
そ
１２

万
と
い
わ
れ
る
現
地
雇
用
創
出
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
企
業
の
具
体
的

な
貢
献
事
例
に
対
し
、
面
談
し
た
州
政
府
・
議
会
、

市
関
係
者
や
現
地
経
済
界
代
表
ら
は
強
い
関
心
を
示

し
、
あ
ら
た
め
て
日
本
企
業
の
現
地
経
済
社
会
に
お

け
る
影
響
力
の
大
き
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
、

手
ご
た
え
を
感
じ
た
。

特
に
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

で
は
全
米
日
系
人
博
物
館
と
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
はB

ay
A
rea
C
ouncil

と
、
そ
れ
ぞ
れ
共
催
で
、

日
本
企
業
の
経
済
的
・
社
会
的
貢
献
の
実
態
を
紹
介

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

日
米
カ
ウ
ン
シ
ル
や
地
元
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
を
は
じ
め
、
現
地
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら

も
多
く
の
方
に
出
席
い
た
だ
い
た
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
、
連
邦
商
務
長
官
や
運
輸
長

官
を
歴
任
し
た
、
全
米
日
系
人
博
物
館
の
ノ
ー
マ

ン
・
ミ
ネ
タ
理
事
長
が
、
１
９
９
９
年
に
開
館
し
た

新
館
建
設
時
に
、
経
団
連
会
員
企
業
か
ら
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

（
企
業
市
民
協
議
会
）を
通
じ
て
約
１
０
０
０
万
ド
ル

に
及
ぶ
寄
附
を
受
け
た
と
い
う
経
緯
を
紹
介
し
、
経

団
連
お
よ
び
日
本
企
業
に
対
す
る
深
い
感
謝
の
意
が

示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
経
済
界
と
現
地
日
系
人

世
界
第
５
位
の
経
済
規
模
を
持
つ

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
と
の

関
係
強
化
を
実
現

アメリカ委員長
日本航空会長

アメリカ委員会連携強
化部会長
三菱UFJ銀行副頭取
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―
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
結
ぶ
機
会
の
重
要
性
に
つ
い
て

強
調
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
多
く
の
参
加
者

か
ら
、
日
本
企
業
の
貢
献
の
実
態
に
つ
い
て
あ
ら
た

め
て
知
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
有
意
義
だ
っ
た
と
い

う
声
や
、
同
様
の
発
信
を
全
米
各
地
で
行
う
べ
き
で

あ
る
と
い
っ
た
心
強
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
の
経
団
連
の
活
動
の
参
考
に
し
た
い
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
優
先
課
題
と

S
o
c
ie
ty
5
.0
fo
r
S
D
G
s

に
向
け
た

取
り
組
み

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
全
米
の
他
の
州
に
先
駆

け
て
、
炭
素
排
出
ゼ
ロ
等
の
実
現
に
向
け
た
厳
格
な

規
制
を
導
入
す
る
な
ど
、
気
候
変
動
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
州
政
府
や
市
当
局
の
政
策
動
向
は
、
現
地

に
進
出
す
る
日
本
企
業
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
実
際
、
エ
レ
ニ
・
ク
ナ
ラ
カ
ス
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
副
知
事
や
エ
リ
ッ
ク
・
ガ
ル
セ
ッ
テ
ィ

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
長
ら
は
、
意
見
交
換
に
お
い
て
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
加
え
、
空
港
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ー
不
足
や
高
速
道
路
の
混
雑
な
ど
の
交
通
イ

ン
フ
ラ
問
題
、
お
よ
そ
３５
万
棟
の
家
が
不
足
し
て
い

る
と
い
う
深
刻
な
住
宅
問
題
や
、
天
然
水
に
硝
酸
塩

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
お
よ
そ
１
０
０
万
人
の

州
民
が
安
全
な
飲
料
水
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
と
い

っ
た
社
会
問
題
を
優
先
的
な
政
策
課
題
と
し
て
挙
げ

た
。そ

こ
で
、
経
団
連
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る

「Society
5.0
for
SD
G
s

」
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明

し
、
州
政
府
や
市
が
取
り
組
む
優
先
課
題
の
解
決
の

た
め
に
、
規
制
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
に
頼
る
こ
と
な

く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
力
、
特
に
日
本
企
業
の
持

つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
っ
て
社
会
的
な
課
題
を
解

決
で
き
る
こ
と
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
分
野

で
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
と
日
本
企
業
の
協
力
関
係

の
強
化
に
つ
い
て
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

自
由
で
開
か
れ
た

経
済
秩
序
の
重
要
性

州
民
の
約
２７
％
が
外
国
出
身
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

貿
易
に
関
係
す
る
事
業
が
州
内
の
全
事
業
の
約
２０
％

を
占
め
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
経
済
は
、
移
民
や
国

際
貿
易
に
よ
っ
て
成
長
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
米
中
貿
易
摩
擦
や
通
商
拡
大
法
２
３
２
条
に

代
表
さ
れ
る
米
国
の
通
商
政
策
が
、
米
国
で
事
業
を

展
開
す
る
多
く
の
日
本
企
業
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を

及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
伝
え
た
。
こ
れ

に
対
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
多
く
の
関
係
者
か

ら
は
、
官
民
を
問
わ
ず
、
米
国
の
現
政
権
が
推
し
進

め
る
通
商
政
策
や
移
民
政
策
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
と
っ
て
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
説

明
が
あ
り
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
自
由
貿
易
投
資
体
制

を
は
じ
め
と
し
て
、
安
心
し
て
投
資
で
き
る
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
を
整
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

日
米
関
係
強
化
に
向
け
た

継
続
的
な
連
携
を
約
束

今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
日
本

と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
間
で
、
協

働
・
連
携
で
き
る
分
野
が
多
く
存
在
す

る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
、
米
国
各
州
の
政
府
・
議
会
お
よ

び
経
済
界
の
要
人
と
の
多
層
的
な
交
流

を
継
続
・
拡
大
す
る
こ
と
で
、
日
米
関

係
の
一
層
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ガルセッティ ロサンゼルス市長と
懇談する筆者

クナラカス カリフォルニア州副知事と筆者

シンポジウムにて歓迎あいさつをする
全米日系人博物館のミネタ理事長
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